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では、 RNA干渉法を用いて脳部位特異的に ERα の発現を抑えることにより、雄の性行動、攻撃行動の発現
およびその基盤となる神経由路発達の制御における ERα の役割を比較検討することを呂的とした。
(対象と方法)



































ほぼ永久的に持続するため、思春期前に ERα の発現を阻害してしまうと ERα の欠損は成体期でも引き継が
れてしまい、思春期に限局した ERα の役割は検証できない。従って、実験2で見られた性行動に及ぼす内
側祝索前野の ERα 阻害の影響が、成体期でERαが機能しないことのみによるのか、あるいは思春期に ERα
が機能しないことが加算的に影響しているのかについては、現時点では明らかとはなっていない。一方、内
側視索前野の ERα は、テストステロンによる攻撃行動の制御において、少なくとも、思春期の形成作用(実








本論文は、 RNA干渉法を用いて脳部位特異的に ERα の発現を抑える方法を駆使し、雄マウスの社会行動
の発現におけるエストロゲン受容体アルファの役割について、その時期特異性、脳部位特異性、行動特異性
を明らかにしたもので、大きな発展性と高い学術的意義を有すると判断される。
平成 25年1月7目、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(神経科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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